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丸紅株式会社 

  



2025年 4月 25日 

吸収分割に係る事前開示事項

東京都千代田区大手町一丁目 4番 2号 

丸紅株式会社

代表取締役  古谷 孝之

当社は、当社及び丸紅都市開発株式会社（以下「MRED」といいます。）の間で締結した 2025 年

2 月 28 日付吸収分割契約書（以下「本吸収分割契約書」といいます。）に基づき、2025 年 7 月

1 日を効力発生日として、本吸収分割契約書に定める当社の権利義務を MRED に承継させる吸収

分割（以下「本吸収分割」といいます。）を行うことといたしました。 

本吸収分割に関する事項は、下記のとおりです。 

記

１．吸収分割契約の内容（会社法第 782条第 1項第 2号） 

本吸収分割契約書の内容は、別添 1のとおりです。 

２．本吸収分割の対価がないことの相当性に関する事項（会社法施行規則第 183条第 1号） 

MRED は当社の完全子会社であるため、本吸収分割に際して、MRED は株式その他の金銭等の

対価の交付を行いません。 

上記の事項は、当社及び MRED の協議により決定したものであり、相当であると判断してお

ります。 

３．承継会社の計算書類等に関する事項（会社法施行規則第 183条第 4号） 

（１）最終事業年度に係る計算書類等 

MREDの最終事業年度に係る計算書類等は、別添 2のとおりです。 

（２）最終事業年度の末日後の日を臨時決算日とする臨時計算書類等

該当すべき臨時計算書類等はございません。 



（３）最終事業年度の末日後に生じた重要な後発事象

2024 年 3 月期の末日後に生じた重要な後発事象は、以下のとおりです。なお、MRED

においては、本吸収分割の効力発生日までに、2025 年 3 月末を年度末とする新たな

最終事業年度が存することとなります。 

（ⅰ） MRED は、2025年 3 月 21日付で、新 MRED 準備株式会社（以下「新 MRED」と

いいます。）との間で、吸収分割契約書を締結しました。かかる契約に基づ

く吸収分割により、MRED は、2025 年 7 月 1 日付で、子会社の管理に関する

事業を除く全ての事業に関する権利義務を新 MREDに承継させる予定です。 

（ⅱ） MREDは、2025 年 3月 21日付で、MREDを株式交付親会社とし、第一生命ホー

ルディングス株式会社の子会社である株式会社第一ビルディング、相互住宅

株式会社及び第一生命リアルティアセットマネジメント株式会社の 3社をそ

れぞれ株式交付子会社とする株式交付を行うことを決定しました。かかる株

式交付の効力発生日は本吸収分割の効力発生日と同日を予定しております。 

（ⅲ） MRED は、2025 年 4 月 15 日付で、その他資本剰余金の額を 1 億円減少させ、

その全額を資本金に組み入れました。 

４．分割会社の最終事業年度の末日後に生じた重要な後発事象（会社法施行規則第 183条第 5号

イ） 

当社においては、本吸収分割の効力発生日までに、2025 年 3 月末を年度末とする新たな最

終事業年度が存することとなります。2025 年 3 月期の末日後に生じた重要な後発事象は、

以下のとおりです（なお、2024 年 3 月期の末日後に生じた重要な事象につきましては、同

日以降に当社が提出した有価証券報告書及び臨時報告書、並びに当社の適時開示をご参照く

ださい。）。 

（ⅰ）当社は、2025 年 4月 1日に、次のとおり米ドル建て無担保社債を発行しました。 

第 6回米ドル建て無担保社債 

① 発行総額 5億米ドル

② 利率 年 5.383％

③ 発行価格 額面の 100％

④ 払込期日 2025年 4月 1日

⑤ 償還期限 2035年 4月 1日

⑥ 償還方法 満期一括償還

⑦ 資金の使途 一般運転資金に充当する予定



 

 

５．分割会社の債務及び承継会社の債務（分割会社が本吸収分割により承継会社に承継させるも

のに限る。）の履行の見込みに関する事項（会社法施行規則第 183条第 6号） 

（ア） 分割会社である当社の債務の履行の見込みについて 

当社の貸借対照表における資産の額は負債の額を上回っております。また、本吸収分

割後においても、当社の資産の額は、負債の額を十分に上回ることが見込まれます。

さらに、本吸収分割後に当社の債務の履行に支障を及ぼすような事象は現在のところ

予想されておりません。したがって、当社の負担する債務については、本吸収分割の

効力発生日以降も履行の見込みがあると判断しております。 

（イ） 承継会社である MRED の債務の履行の見込みについて 

MREDの貸借対照表における資産の額は負債の額を上回っております。また、本吸収分

割後においても MRED の資産の額は負債の額を十分に上回ることが見込まれます。さ

らに、本吸収分割後に MRED の債務の履行に支障を及ぼすような事象は現在のところ

予想されておりません。したがって、MREDが当社から承継する債務については、本吸

収分割の効力発生日以降も履行の見込みがあると判断しております。 

 

以 上



別添 1 

当社及び MREDの間の 2025年 2月 28 日付吸収分割契約書 

 



"".""'-....... 
;,i.. �,4�L 

Jl3t;[t*:it�t± (0-r I� J c1::: V '\ 5 0) & V:11.J;[W$IJIHet*:it�t± (0-r I GJ c1::: V '\ 5 0) ti, 

lJZO) t: to� 8&!&5ttrJ�ff,�· CY r '*�f-JJ c1::: v, 5 a) ���T 0 a 

ffi 1 � (!l&l&,t�j) 

� �i, *�*'�O)�dJ 0 c1::::. 6 t=1¾:v ,, � O)t±�£* • �iil!:�l;v---7
° 

�iii!• V ---7' • �ltl£ 

*$ 0017'1�ib£**$ (0-r 100P'l�lbimlHl$J J:: v, 5 a) t'1f 5 �ltl£005B**Mt:Vk= 

Zi&V75rJfJ£ 1i!(k1%f�#tffJ-�IYJk4D�J L 7. (2)�-§-t;:ffi�f0-f-�t±0)1ffJEt;:{,i0** (0-

r 1*$�J c1::: v, 5 o) t=� Lt� ii��T 0 ffi 3 �ffi 1 rJ.ik;::_�dJ 0:fif1J�ffl�, 8&!&5ttrJO) 

JJit. �= J: � Zi �=:7Jt-l � -it 0 (0-r 1 *!l&l&,t�JJ c1::: v' 5 a ) a 

ffi 2 � (,t�J�$#) 

*8& �3z,tWrH;: tHt 0 ¥3 -�t± 0) im % & V{±m ti, i:-h .:e hiX 0) t: to � t' � 0 o 

(�) 8&!&5ttrJ�t± 

im% : :nftitt:it�t± 

ttm:**W����*��-T§4�2% 

C 2:i) 8&J&5ttrJ:7J*-l�t± 

im% : 1Lfr1Wmrffl5Bt*:it�t± 

ttm:**W����*��-T§4�2% 

ffi 3 � (i/(�T g�flj-��=�-t -3$:IJi) 

1. Ziti, *8.&l&,tWrH;:J: �, �iie1G75rJfJ£ 1lf(�%f��f1J.�OO��J Bct\tO)fi£, flffl,

�ff,�i:-O)fillO):fiflJ�ffl (0-r '**•M��flJ.�J c1:::v"5a) �:7J*-l-t'6a

2. ***-lM�:fiflJ�fflO) 5 t:>, z=iii� � tP G:7Jt-lT 0flffl�= "J 1.i ,--z- �i, z=iii��Jfa"J �c:::. n�

§I �§t�t 0 0 

ffi 4 � (,tW!J%f{jffi) 

Zi ti, *8& !&51WrH;: Wi L, Zi ii� � ii e1 G :7Jt-lT 0 #fflJ �ti 0) M{iffi c1::: VC t*:it, �i1-t O){ill 

O)M£0)�{-t �1f:bftv 'o 

ffi5�(LJO)•*�&V�@�O)�) 

Ziti, *8&�3z,tWrH;: J: �, fi*�&V�{Jm�O)fj��JJD Lftv 'a

ffi 6 � (�jJf.1�1=: 13) 

*8.&I&5ttilii�i:-O)tj]JJ �'.':tf 0 13 c0--r 13?hn�1=: 13 J 2:: 1.i, 5 0) ti, 202s � 1 � 1 13 2::

 



T 00 {[ L-, 7-fi::l?&r&�flJO)-¥if�O):i1Hr J::0)£,�·�1:tO){filO)*S3 t;: J: VJ £,�;a) cb 0�%t;:ti, 

� & V z:i �imi! L-, %�0) J::, 5ZJJ-1Jje1:.13 :a:-�]!T 0 :. c!:: ;a) --r � 0 o 

ffi 7 � (ft�,Mll:-�) 

�ti, tjJJJje1:.131&et;:::B1.,"-ct, ***';:---:)v"-c�1±rtffi 21 §Rt;:£0< tt*JMJ!:$5�:a:-� 

:bftv "o 

ffi 8 � <*��(!)�£�) 

*�*�r,¥j'i{ffi0) 13 7-P I:) 5Zj]jJje1=_ 13 � -CO) r1c1i t;::;Bt, "-C, }(�:ltB�t O){filO)*S3 t;: J: VJ , � JZJi

z:i" "Tni):'.10) M£�titr 1__,, < �imI1t pJaJi;:m:kti�11Jil)1:. e tz: c!:: �, JGi*l?&J&)tt11 O)� 

fit;:]f!:kft:X�:$: c!:: ft0=$1Jil)1:. etc c!:: � ti, �&VZiti, ��iJ:'.lt;:m� L-%�0)J::, *I?&!& 

�trJO)§R{tf::a:-�]! L-, JVi, *�*�:a:-���T0:. c!:: il)--r� 00 

ffi 9 � ( �jl.!d't�.& V'tf ffiir#) 

*�ff'lti, 13 *ltt;:�j}1T 0 t 0) c!:: L-, 13 *ltt;:{tf:0 -c�U� � h00 *�ff'JO)J1ifi&V��

fRt;:� L-�$il)1:. etc c!:: � ti, **tlliJJ�ium:a:-ffi-�O)w�s"J%�Pf$t�ium c!:: -t 00

ffi 10 � <*���;:jE�(l)ftv\$Jl) 

*�ff,�t;:Jt'dJ0=$:c_iO)tliJ:'.I, *l?&!&'.9-tlJt;:� L-£,JUt=$:C_iti, *�*�O)@g�t=1½J1", �&

V Zi ii� m� 0) J::Jt 'dJ 0 o 





Z:Ai, 7-fs:?&1&5ttrH:: J: !J, t'Xt:: tctltT 0 it@\ fl�, �*-�-t O)ffilO);f,iflJ�fJfa:· � ii'.\ G**iT 

.:So {[ L, 53rJ�O)AEYJ73)c!tJ.:S tO)t::-'Jv"-Cti, -tO)AEYJt::1½: 5 tO) �T.:So

1. it£

7 ***lxtiM-iflJ��t::'6'!:h.:Sit£�1, £,l,rO) (: Jo !J (:T00 

(1) t::bh;e� S t::Jdv ,-c � 73){i�-t 0mtibit£&V�l=1JrEi/JR£--z:c!tJ0 -c***t::Jm-t 0

t 0) (7-fs:�*-�O)*�� S ii'.\ Gt::bh;e� S � --z:t::, 00r:kl�ib£**$73)1' G***O)fc i1J t:: 

1&1� L, {i�T 0 t 0) �'6fio ) 

(2) £,I, rO)�t±O)t5K:i:t

CD 1LtI !J - l-- 7 Pf�,1 y-A't5K:i:t�t±

® %�-Yto/r-�*1/71/f't;K:i:t�tt

@ jL�!J-YNx��-l--�*1/71/r-�:i:t�tt

-1 ft JG, ���JMtt 0 tc. YJ t::ft i§ T 0 (:, £,I, rt::tit-f ;s R£�1***t:: 1i�Et-t ;s Ji£ •

� fi--z:�iftv, tc YJ, 1. 7 t::AEYJ ;s ***-l><'t*;fiflJ�ffl t::B'�nftv,::. (: �1itMJT 00 

(1) £,I, rO)�t±O);t*:i:t

CD 1/-t /�1/ • ,11/7 7 7 7 1/ F • 7 F/'\,1 -f-A't*:i:t�t±

® ��mm���=��*-N��1/���:i:t�tt

@ 1LtI 7- ,Y P :�f'�:i:t�t±

(2) � O)iiij;'.>'i--�ib£lffl3e**t::Jm-t 0 it£

? J:Jct::73'.\iPb G i'\ £,I, rt::ti�-f 0 R£�J:, ***-ltt*;fiflj��t=B'�nftv" t 0) (: T 0o

(1) m�&VtJHrt: Ut:to, J:.tc 1. -rt=B'�n.:stJHt��1�< 0)

(2) J:. tc 1. 7 t:: ti tf ;sit £--z: c!tJ 0 -c, 7-fs:?& 1&5ttrH:: J: ;s � ii'.\ G z:>·, 0) **-l t:: M L, it:

-% , '11f�.Xti�Htit£�::1* 0�*-�0)AEYJ t=���, fij§s(� Jm, 1&§1 Mf*1f-tO)ffilO)ffi� 

1fO)ffPJ, 7l(1t-tO)ftf1::.nGt::ffi-t.:S�}�t�1F (£,I,r '*Mr�J (:v'5 o ) ��,��T.:S 

R£--z:c!tJ 0 -c, t::bh;e� s t:::}ov ,-c, il'.\73'.\ 0 *1t�73�1&1�--z:� -Cv ,ftv "ii£ 

(3) J:.tc 1. 7 t::ti�f 0 it£--z: c!tJ 0 -c, 7-fs:?&1&5ttrH:: J: 0 � ii'.\ G Ll""O)**lt:: ML, ffi=

1f 73'.\ G Rxt�J!O)�� 73) c!tJ tJ , � 73�7-fs:?&1&5ttrH:: J: 0 G"'--0)7$Ct-l:xt* � T 0 ::. (: 73) �­

(: fiJWi-Ltcit£ 



2. {jffi

***i�t�ltflJ�fit=��h01Jffflvi, £,( rO) t :to� t T 00

(1) J:.ic 1. t=JEciJ 0, ***-lM*;ffflj�fit=��h0 Rii:t=Mit L --C f=J3 Z)��m-t ;s--gJJ

O){jffi

(2) --ri2 3. t=JEciJ ;s, **m�t*1tiu�tit=��n0�ff-1t=110 < --sJJO)fJfffl

3. �,ffl�ff-1£,(�0)�ff,1

7 ***-ltt*ltflJ�ffl�=��h0�ff-1 (�ffl�ff-1��< o) vi, 5c"JJJ'J5e1:.13 �=:tov\--Cf=!3 

iJ� �-# t ft.-0 --Cv \0, 00N::flJJ£**�t= J: 0--CW G***O)fc ciJ�=*ffifffl � n, if�YE L 

--Cv \ 0 �ff-1�=M-t ;s--s}JO)�[f,1J:.O)±{B{ft& V =-n G O)�[f-1 �=£0v \--C5e1:. L fc--gJJO);{fflj 

�ffl t T 00

� J:.i2�=iJe1iJe1;b G i\ £,( Tl=:tt�f' 0 �{fH=M-t 0 �ff'jJ:.0)±-fB{ft& v:_ n G O)�[f-1 t=£--,j 

v \--C5e1:. LtcltflJ�ffl�i, ***itt*ltflJ�fflt=��hft.v \ t 0) t T 00

(1) *!1&!&:5ttrH=J: 0 f=l3iJe1G z:>·,O);,l(t-it=M L, lt%Xvi�ai�ff-10)JEciJi=£0�,

**-lT 0 :_ t Z)� -c: � ft. v \�ff-1

(2) *!1&!&:5ttrJt= J: 0 f=J3 iJe1 G Z:r,,O);,l(t-il=M L, rt%Xvi�ai�ff-10)JEciJ t=£---:5 �,

fi���,�ff'JO)ffi���O)�O)ffi�#O)l1(�����t-t0�ff'J-c:�0--c,�

J'J5e1:. 13 i=:tov \--c, iJe1iJe10 *it�n�J&�rt�:-c: � --cv \ft. v \�ff-1

(3) *!1&�3(:5tWrH= J: 0 f=!3 iJe1 G Z:rr,O);,l(t,ll=M L, ffi�#iP Glxtt�JiO)��il� � �,

f=l3iJ�*!1&�3(:5ttrJI= J: 0 LJ"'O)**-ltt* t T 0 :_ t iJ�l2El;it flJ� Ltc�ff-1

4. �m�*1

***�=11•-t ;s f=J3 0)1JE*ffel!t=f*;s�m�ff-1&v=-nt=1-t�m:-t ;s;ttfU�titi, z:it=--w.J* 

t-i � hft.v \ Ut.:to, ***t=1l*T 0 f=J3 O)f}E*ffilvi, 5c"j]jJ5e:1:_ 13 £,(�l, @:ij_lj t L --C, 2:iXvi 

2:iO)-f-�t±�=t±:!rtu L, ***t=1l*T 0 t 0) t T 0) o 

***-lM*ltflJ�fflt=��h0ft�PJ�vi, WG***�=� L, f=j30)***£,(�0)-*t=vi 

MitLft.v\, ttPJ, tlZPJ, 71(�, ��&tf@tfj�O) 5 �, f=l3iJe1G2:i"'0)71(t-in�rt%J:.PJfil§-c: 

�0 '<60) t-t-00

6. �a"JM£1t

***-ltt*ltflJ�ti�=��h0�a"J�t£1tt:t, tJJJ'J5e'.'±.13 �=:tov,--c***�=�-t ;s--s}JO) 

�a"JM£1t ({§. L, f=J3iJ�§I ��i�{i�-t 0�,�iJ�� 0 t 0) �� < J t T 00

£,(J:. 





別添 2 

MREDの最終事業年度に係る計算書類等 



 

第 41 期 事業報告書 

自 2023 年４月１日 

至 2024 年３月 31 日 

事 業 報 告 

事 業 報 告 の 附 属 明 細書 

貸 借 対 照 表 

損 益 計 算 書 

株 主 資 本 等 変 動 計 算書 

個 別 注 記 表 

計 算 書 類 の 附 属 明 細書 

丸紅都市開発株式会社 



事業報告 

自 2023 年４月１日 

至 2024 年３月 31 日 

１． 当社の現況に関する事項 

（１）事業の経過及びその成果

首都圏の新築マンション市場（2023 年１月～12 月）は、供給戸数 26,886 戸（前年比▲9.1％）、初月契約率

70.3％（前年比▲0.1％）となりました。また、平均単価においては、首都圏平均 4,053 千円/坪（前年比＋

28.9％）と大幅な上昇となりましたが、23 区で 34.1％上昇した以外は、概ね 5％前後の上昇となりました。（デー

タ提供元：不動産経済研究所）。

首都圏の中古マンション市場は、成約件数 35,987 件（前年比＋1.6％）と増加しており、新築マンション市場の

供給減に対し、中古市場の存在感が増す傾向が続いています（データ提供元：東日本レインズ）。 

首都圏の賃貸マンション平均賃料単価は、2023 年度は、11.6 千円/坪（前年比＋5.5％）となっており、前年度

（前々年比＋1.8％）と比較して上昇率は拡大致しました。（東京カンテイ）。  

2023 年度の活動としては、自社開発案件 4件（グランスイート世田谷仙川/分譲マンション、グランエール駒込/

賃貸マンション、キャンパスヴィレッジ要町/学生マンション、パークアクシス錦糸町/賃貸マンション）、販売受

託案件 1件（リビオレゾン北綾瀬）の売上（売却）が完了しました。また、販売案件は、給田北住宅（世田谷区）

2024 年 2 月販売開始（5 月末現在、総 144 戸中 47 戸契約）、大宮再開発（総 430 戸）については全戸契約済み、

2024 年 8 月の売上に向けて事業を進めております。また、新たに土地を取得した西日暮里/賃貸マンション（荒川

区）については、予定通り 2023 年 11 月に着工済みです。 

再開発事業案件においては、赤羽第一地区は 2024 年２月に再開発組合が設立されました。中目黒駅北地区は

2025 年度中の都市計画決定に向けて推進中です。また、建替案件においては、給田北住宅（世田谷区）は 2023 年

７月に本体工事を着工し、販売活動推進中（上記記載の通り）です。カルム六本木（港区）は 2023 年８月に着工

致しました。 

仲介事業においては、ソリューション事業部と「丸紅不動産流通（株）、以下 MREA」で並行して行っていた個

人仲介事業を MREA に集約し、営業体制の効率化及びエージェントとの連携強化を行い、手数料収入は順調に推移

しました。法人仲介では、人員体制強化と案件データベースの導入等、基盤整備を行い、2案件（辰巳・神楽坂）

の仲介を実施致しました。 

大阪支店は関西圏での法人仲介事業に参入し、ソーシングルートと営業先の発掘に着手しておりますが、成果に

ついては 2024 年度以降に期待しています。 

また、新たな収益機会創出に向けて、建築ストックを活用したビジネスの一つとして、AI システムを活用した

「区分マンション買取再販ビジネス」の事業検証を行っております。 

（２）対処すべき課題と方針

当社は、2019 年４月に、丸紅から引き継いだ分譲マンション事業、賃貸マンション事業、再開発・建替事業等の

国内不動産開発事業を効果的に実施するため、組織の再編、内部管理体制の強化を最重点課題として取組んでいま

す。また、2020 年９月に、2024 年度までの事業方針となる【中期経営計画】を策定し、各事業分野の見極め、収

益力の強化を図っています。 

住宅開発事業においては、既存案件中「北綾瀬」「大宮再開発」については、今年度売上（両案件とも全戸完売

済み）の収益見通しは立っています。一方、今年度売上を予定していた「代々木西原」については、計画通りの販

売推移となっていますが、地中障害物発生等の理由により、工事スケジュールが遅延しており、引渡し時期の見直



しが必要な状況となっております。昨今の物価上昇に加え、建設業の働き方改革に伴う人手不足の影響（工事期間

の延長、人件費増加等）もあり、建築工事費の上昇傾向は続いており、開発推進中案件のコスト、スケジュール管

理を徹底して、来期以降の収益確保に注力致します。 

引き続き、競合デベロッパーとの競争等、土地取得環境は楽観視できない状況ですが、用地仕入れ部門である

「事業企画部」の人員体制強化により、機動的な情報収集を図り、新規土地仕入を推進致します。併せて中長期的

な収益基盤の構築のため、再開発・建替案件の新規参画にも継続注力致します。 

仲介事業においては、大阪支店管轄の大阪 流通営業課をソリューション事業部 関西流通・法人営業課に改編

し、東京・大阪の連携を強化。効率的且つ機動的な営業体制により収益拡大を目指します。また、MREA との案件ソ

ーシング等における連携と機能分担を図り、仲介ビジネスでの一体的な収益基盤の構築を行います。 

実施中の「区分マンション買取再販ビジネス」の事業検証においては、適切な検証・総括を行い、新たな収益創出

に向けた事業化を推進検討致します。 

上記の営業部門を支える管理体制としては、「管理部」/「法務リスク管理部」/「経理財務部」の３部門（2024

年度から「管理部」を「人事部」・「総務システム管理部」の 2 部門に再編し合計 4 部門）により、内部統制の強化

に向けた取組みを継続するとともに、社員の人財育成、エンゲージメント向上に資する諸施策を推進致しました。

具体的には、「会計伝票の電帳法対応」、「インボイス制度対応」等の経理上の法改正対応、「エンゲージメントアン

ケートの継続実施」、「人事・報酬制度の見直し」等による就労条件、職場環境の改善を図りました。また、2023 年

4 月に「内部監査室」の体制強化（人員）を行い、内部監査体制の更なるレベルアップを実施致しました。 

（３）当期及び直前３事業年度の財産及び損益の状況

(単位：千円) 

区 分 
第 38 期 
2020 年度 

第 39 期 
2021 年度 

第 40 期 
2022 年度 

第 41 期 
2023 年度 

売 上 高 5,626,439 3,216,116 6,592,019 8,312,647 

売上総利益 2,530,821 1,932,616 2,467,296 2,806,137 

経常利益 1,347,164 609,765 951,303 1,126,469 

当期純利益 927,371 418,319 650,444 772,892 

１株当たり当期純利益 115,921 円 39 銭 52,289 円 91 銭 81,305 円 60 銭 96,611 円 59 銭 

総 資 産 10,384,693 10,307,990 15,061,508 15,027,589 

純 資 産 1,531,371 1,022,319 1,254,444 1,376,892 

(注）千円未満の端数を切捨して表示しております。 

（４）損益計算書内訳

【形態別売上高の推移】

(単位：千円) 

取 引 形 態 （内 容) 
第 39 期 
2021 年度 

第 40 期 
2022 年度 

第 41 期 
2023 年度 

第 41 期 
売上割合 

a) 自 社 取 引 1,487,190 2,676,037 7,540,126 90.7% 

b) 業 務 委 託 取 引 1,077,555 610,445 199,941 2.4% 

c) 販 売 取 引 299,402 52,036 78,741 0.9% 

d) インテリア取引 15,282 - - - 

e) 仲 介 取 引 243,967 431,708 46,571 0.6% 

f) そ の 他 92,717 2,821,792 447,266 5.4% 

計 3,216,116 6,592,019 8,312,647 100% 

(注)売上高については、千円未満の端数を切捨して表示しております。 



 

【形態別取引概要】 （単位：戸）  (単位：千円) 

取引形態（内容) 売約戸数 売上戸数 売上高 売上総利益 

a) 自 社 取 引

自社開発売却 - - 7,540,126 2,427,255 

計 - - 7,540,126 2,427,255 

b) 業 務 委 託 取 引

業務委託料報奨金 61,000 61,000 

業務委託料(人件費連動フィー) 69,691 69,691 

業務委託料(情報システム） 33,039 33,039 

業務委託料(その他） 36,211 36,211 

計 199,941 199,941 

c) 販 売 取 引

東 京 地 区 68 103 78,741 64,054 

大 阪 地 区 - - - - 

計 68 103 78,741 64,054 

d) インテリア取引

オーダーシステム         - - 

グレードアップ - - 

レンタル料 - - 

その他 - - 

計 - - 

e) 仲 介 取 引

東 京 地 区 - 8 46,571 46,410 

大 阪 地 区 - - - - 

計 - 8 46,571 46,410 

f) そ の 他

三為取引 432,563 53,220 

その他 14,703 15,256 

計 447,266 68,477 

合計 8,312,647 2,806,137 

(注)売上高・売上総利益については、千円未満の端数を切捨して表示しております。 

（５）貸借対照表関連事項

①設備投資の状況

当期の主な設備投資の状況は以下のとおりです。

内容 金額（千円） 

モデルルーム資産 63,465 

強羅保養所改修工事 9,900 

(注)千円未満の端数を切捨して表示しております。 

②資金調達の状況

不動産開発費用として、丸紅グループより以下の通り借入を行いました。

短期借入金  815,000 千円 

長期借入金 3,539,000 千円 

（６）親会社等との取引に関する事項

会社名 
資本金 

（百万円） 
当社に対する 
出資比率（％） 

当社との関係 

丸紅株式会社 263,599 100 
役員の兼任等、 
出向者の受入、 

資金の借入 

(注)親会社との取引等については、取締役会にて取引開始の事前に取引の可否を判断しており、会社の利益に 

害する取引が生じないように努めております。当社取締役会としては、当事業年度における親会社との間 

の取引は、適切な条件により行われており、当社の利益を害さないものと判断しております。 



 

２．会社の株式に関する事項 

（１）発行可能株式総数 32,000 株 

（２）発行済株式総数 8,000 株 

（３）株主数 １名 

（４）大株主

株 主 名 当社への出資状況 

持株数 議決権比率 

丸紅株式会社 8,000 100.0% 

３．会社役員に関する事項 

（１）取締役及び監査役の状況（2024 年３月 31 日現在）

氏 名 地位 担当及び重要な兼職の状況 

藏本 清登 代表取締役  丸紅不動産流通（株） 代表取締役 

石井 亜起人 取締役常務執行役員  経理部部長 丸紅不動産流通（株） 監査役 
高際 紀夫 取締役常務執行役員 
柏村 真直 取締役（非常勤）  丸紅（株） 情報・不動産本部 不動産開発事業部 部長 

塩田 弘 監査役（非常勤）  丸紅（株） 生活産業グループ管理部 グループ内部統制支援課 

１．就任及び退任 

2024 年３月 19 日の臨時株主総会において下記取締役の退任及び新任が承認されました。 

取締役（非常勤） 柏村 真直 ３月 31 日退任 

取締役（非常勤） 高木 毅 ４月１日就任 

取締役（常勤）  永池 清人 ４月１日就任 

（２）取締役及び監査役の報酬等の額

区 分 支 給 人 員 役 員 報 酬 

取 締 役 5 名 54,985 千円 

監 査 役 1 名 1,200 千円 

計 6 名 56,185 千円 

(注)１.兼務役員の使用人分は含んでおりません。 

２.退任した役員（１名分）も含んでおります

３.2019 年５月 24 日開催の臨時株主総会の決議において、取締役の報酬額を年額 8,000 万円以内

（ただし、使用人分給与は含まない）、監査役の報酬額を年額 3,000 万円以内と決議しております。 

４.上記以外に次のものがあります。 

使用人兼務取締役に支給した使用人給与                12,979 千円 

４．主要な事業所 

東京本社  東京都千代田区大手町一丁目４番２号 

 大阪支店  大阪府大阪市北区堂島浜一丁目２番１号 

５．使用人の状況（受入出向者 11 名を除く） 

区  分 従 業 員 数 前 期 末 比 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数 

男  子 65 名 3 名 46.8 才 10.0 年 

女  子 25 名 6 名 39.2 才 10.2 年 

合  計 90 名 9 名 44.9 才 10.0 年 



 

貸借対照表 

（2024 年３月 31 日現在） 

（単位:千円）

資  産  の  部 負　債  の  部

科目 金額 科目 金額

Ⅰ．流 動 資 産 14,469,546 Ⅰ．流 動 負 債 12,199,709

 現金及び預金 22,622 　買掛金 2,611,045

 未収収益 141,539 　短期借入金 4,745,600

　販売用不動産 317,730 　１年内返済予定長期借入金 802,000

　仕掛販売用不動産 6,719,690  未払金 309,868

 前渡金 1,816,996 　未払法人税等 65,589

 前払費用 735,045 　未払消費税等 160,612

 未収入金 100,952  未払費用 90,314

 諸預け金 4,611,474 　商品前受金 773,427

 立替金 3,493 　預り金 2,470,307

 前受収益 42,718

Ⅱ．固 定 資 産 558,042  賞与引当金 128,226

 (有形固定資産) 57,178 Ⅱ．固 定 負 債 1,450,987

 建物及び付属設備 47,829 　保証預り金 557

 器具備品 7,249 　長期借入金 1,431,000

 土地 2,100 リース債務 11,330

　資産除去債務 8,100

（無形固定資産） 226,751

 電話加入権 27 負債合計 13,650,696

ソフトウエア 216,524 純 資 産 の 部

リース資産 10,200 Ⅰ．株主資本

（投資その他の資産） 274,112  資本金 400,000 400,000

 投資有価証券 3,000 　資本剰余金 204,000

 関係会社株式 85,000 　資本準備金 204,000

 長期貸付金 4,300

　前払年金費用 15,814 　利益剰余金 772,892

 敷金及び保証金 58,289 　その他利益剰余金

 会員権 7,100 　繰越利益剰余金 772,892

　その他の投資 850

 繰延税金資産 99,758

純 資 産 合 計 1,376,892

資 産 合 計 15,027,589 負債・純資産合計 15,027,589



 

損益計算書 

自 2023 年４月１日 

至 2024 年３月 31 日 

（単位：千円）

科  目 金  額

Ⅰ．売上高 8,312,647

Ⅱ．売上原価 5,506,509

売上総利益 2,806,137

Ⅲ．販売費及び一般管理費 1,828,048

営業利益 978,088

Ⅳ．営業外収益

 受取利息 1,970

 受取配当金 20

 その他の収益 241,784 243,774

Ⅴ．営業外費用

 支払利息 52,208

 その他の費用 43,185 95,394

経常利益 1,126,469

税引前当期純利益 1,126,469

 法人税、住民税及び事業税 391,912

 法人税等調整額 △ 38,336 353,576

当期純利益 772,892



 

株主資本等変動計算書 

自 2023 年４月１日 

至 2024 年３月 31 日 

（単位：千円）

資本剰余金

任意積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 400,000 204,000 204,000 - 650,444 650,444 1,254,444 1,254,444

当期変動額

　剰余金の配当 △ 650,444 △ 650,444 △ 650,444 △ 650,444

　当期純利益 772,892 772,892 772,892 772,892

当期変動額合計 - - - - 122,447 122,447 122,447 122,447

当期末残高 400,000 204,000 204,000 - 772,892 772,892 1,376,892 1,376,892

株主資本

利益剰余金

株主資本
合計利益剰余金

合計
資本剰余金

合計

純資産
合計その他利益剰余金

資本金
資本準備金



 

個別注記表 

１．記載金額は千円未満の端数を切捨して表示しております。 

２．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

関係会社株式  移動平均法による原価法 

その他有価証券 市場価格のないもの 移動平均法による原価法 

（２）棚卸資産の評価基準及び評価手法

販売用不動産  個別法による原価法 

（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの手法により算定） 

仕掛販売用不動産 個別法による原価法 

（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの手法により算定） 

（３）固定資産の減価償却方法

有形固定資産 定額法によっております。 

なお、主な耐用年数は以下の通りです。 

建物及び付属設備 ３～47 年 

器具備品 ２～15 年 

無形固定資産 定額法を採用しております。 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づ

いております。 

リース資産  所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐

用年数とし、定額法を採用しております。 

（４）引当金の計上基準

賞与引当金  従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込み額のうち当事業年度に帰属する額を計上

しています。 

退職給付引当金  従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務の見込額に基づき計上し

ております。なお、当事業年度末において認識すべき年金資産が、退職給付債務から数

理計算上の差異等を控除した額を超過する場合は前払年金費用として投資その他の資産

に計上しております。数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（10 年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度か

ら費用処理することとしております。 

その他の引当金  上記以外に、過去の事象の結果として現在の法的又は推定的債務を有しており、当該債

務を決済するために経済的便益を有する資源の流出が生じる可能性が高く、かつ当該債

務の金額について信頼性をもって見積ることができる場合に、当事業年度に帰属する額

を計上しております。 

（５）重要な収益及び費用の計上基準

当社は不動産開発事業を主な事業とし、これらの不動産の販売については、引渡時点において顧客が当該製品に

対する支配を獲得し、履行義務が充足されると判断していることから、製品の引渡時点で収益を認識しておりま

す。取引の対価は履行義務を充足してから１年以内に受領しており、重要な金融要素は含まれておりません。 



 

３．貸借対照表に関する注記 

（１）担保に供している資産

①担保に供している資産

該当事項はありません

②担保に係る債務の金額

該当事項はありません

（２）保証債務

全国宅地建物取引業保証協会 15,000 千円 

（３）有形固定資産の減価償却累計額 17,527 千円 

（４）関係会社に対する金銭債権債務

短期金銭債権 4,679,322 千円 

短期金銭債務 5,861,166 千円 

長期金銭債権 4,741 千円 

長期金銭債務 1,431,000 千円 

（５）要拠出額を退職給付費用として処理している複数事業主制度に関する事項

①制度全体の積立状況に関する事項（2023 年３月 31 日現在）

年金資産の額 18,311,000 千円 

年金財政計算上の給付債務の額 19,065,000 千円 

差引額 △754,000 千円

②制度全体に占める当社の拠出金割合（2024 年３月 31 日現在）

1.155% 

③補足説明

上記①の差引額の主な要因は、年金財政計算上の過去勤務債務残高 5,739,000 千円、別途積立金から当年度

不足金を減算した額が 4,985,000 千円となります。

本制度における過去勤務債務の償却方法は期間 20 年の元利均等償却であります。

万一、繰越不足金発生の場合は財政再計算に基づき必要に応じて特別掛金を引き上げる等の方法により処理さ

れることになっています。

なお、特別掛金の額はあらかじめ定められた掛金率を掛金拠出時の標準給与の額に乗じることで算定される

ため、上記②の割合は実際の負担割合とは一致しておりません。

４．損益計算書に関する注記 

（１）関係会社との取引高

営業取引高の総額 165,713 千円



 

５．株主資本等変動計算書に関する注記 

（１）当事業年度末の発行済株式の種類及び総数

普通株式 8,000 株 

（２）配当に関する事項

①配当金支払額等

2023 年６月 26 日開催の第 40 回定時株主総会による配当に関する事項

配当金総額 650,444 千円 

１株当たり配当金額 81,305 円 

配当金の原資 利益剰余金 

基準日 2023 年３月 31 日 

効力発生日 2023 年６月 27 日 

②基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度になるもの

2024 年６月 25 日開催の第 41 回定時株主総会による配当に関する事項

配当金総額 772,892 千円 

１株当たり配当金額 96,611 円 

配当金の原資 利益剰余金 

基準日 2024 年３月 31 日 

効力発生日 2024 年６月 26 日 

６．税効果会計に関する注記 

（１）繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

未収事業税 13,112 千円 

前受収益 2,948 千円 

賞与引当金 39,262 千円 

資産に係る控除対象外消費税 46,470 千円 

ＭＲ資産償却超過額 3,700 千円 

保養所評価損建物償却 1,398 千円 

役員退職給付引当金 2,590 千円 

ゴルフ会員権評価損 7,728 千円 

電話加入権評価損 407 千円 

保養所評価損 8,864 千円 

その他 297 千円 

繰延税金資産小計 126,783 千円 

評価性引当額 △17,000 千円

繰延税金資産の合計 109,782 千円 

繰延税金負債 

退職給付引当金（社員） 10,023 千円 

繰延税金負債の合計 10,023 千円 

繰延税金資産の純額 99,758 千円 

（２）法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

当社は、グループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び

開示に関する取り扱い」（実務対応報告 42 号 2021 年 8 月 12 日）に従って、法人税及び地方法人税の会計処

理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。



 

７．金融商品に関する注記 

（１）金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針

当社は、営業活動に必要な資金を丸紅フィナンシャルサービス株式会社及び丸紅株式会社からの借入によ

り、調達しており、一時的な余資についても丸紅フィナンシャルサービス株式会社及び丸紅株式会社への預け

入れを行っております。

なお、デリバティブ取引は利用しておらず、投機的な取引は行わない方針であります。 

②金融商品の内容及びそのリスク

預け金は、丸紅グループのグループファイナンスを利用した余剰資金の運用によるものであります。変動金

利のため金利変動リスクに晒されておりますが、グループファイナンスのため、金利変動リスクは、限定的で

あります。

借入金は、主に営業活動に必要な資金の調達を目的としたものであり、変動金利であるため、金利の変動リ

スクに晒されております。買掛金並びに預り金は、ほとんど１年以内の支払い期日であります。

③金融商品に係るリスク管理体制

・資金調達に係る流動性のリスク管理

資金計画を作成・更新することにより流動性リスクの管理を実施しております。

④金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価の算定においては、変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することによ

り、当該価格が変動することもあります。

（２）金融商品の時価等に関する事項

2024 年３月 31 日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の通りと

なります。 

（単位：千円） 

区分 貸借対照表計上額 時価 差額 

（１）現金及び預金 22,622 22,622 - 
（２）諸預け金 4,611,474 4,611,474 - 

資産計 4,634,097 4,634,097 - 

（１）買掛金 2,611,045 2,611,045 - 
（２）短期借入金 5,547,600 5,547,600 - 

（３）預り金 2,470,307 2,470,307 - 
（４）長期借入金 1,431,000 1,431,000 - 

負債計 12,059,952 12,059,952 - 

（注）市場価格のない金融商品の貸借対照表計上額 

（単位：千円） 

区分 貸借対照表計上額 

投資有価証券 3,000 

関係会社株式 85,000 

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、時価開示の

対象としておりません。 



（３）金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類

しております。 

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価 

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属す

るレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

（１）現金及び預金 - 22,622 - 22,622

（２）諸預け金 - 4,611,474 - 4,611,474

資産計 - 4,634,097 - 4,634,097

（１）買掛金 - 2,611,045 - 2,611,045

（２）短期借入金 - 5,547,600 - 5,547,600

（３）預り金 - 2,470,307 - 2,470,307

（４）長期借入金 - 1,431,000 - 1,431,000

負債計 - 12,059,952 - 12,059,952 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

資産 

（１）現金及び預金

預金はすべて短期であり時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっており、レベル

２の時価に分類しております。

（２）諸預け金

諸預け金は全て丸紅株式会社へ預けている現金同等物であり、時価は帳簿価額に等しいことから当該帳

簿価額によっており、レベル２の時価に分類しております。

負債 

（１）買掛金

営業活動における買掛金で短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることか

ら、当該帳簿価額によっており、レベル２の時価に分類しております。

（２）短期借入金・（４）長期借入金

変動金利を採用しておりますが、短期間での市場金利を反映しており、時価は帳簿価額と近似している

ことから、当該帳簿価額によっており、レベル２の時価に分類しております。

（３）預り金

短期で決済される資金であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっており、

レベル２の時価に分類しております。



８．収益認識に関する注記 

当社の関与する取引には、財又はサービスを顧客に提供する契約あるいは金銭授受の当事者として行う仕切取引や、

買手と売手との間で直接取引代金の決済が行われ、当社が買手と売手いずれか一方、若しくは両方から手数料を受け取

る代行取引等、種々の形態があります。当社は、それらの取引から生じる収益を顧客との契約に基づき、「商品の販売

等に係る収益」、「サービスに係る手数料等」に区分して表示しており、財又はサービスを顧客に移転する前に支配して

いる場合には本人取引として｢商品の販売等に係る収益｣に含め、そうでない場合には取引により得られた対価の総額か

ら第三者に対する支払額を差し引いた純額のみを、代理人取引として｢サービスに係る手数料等｣に含めております。当

連結会計年度における「収益」の内訳は以下のとおりであります。 

（単位：千円） 

商品の販売等に係る
収益 

サービスに係る
手数料等

合計 

a) 自社取引 7,540,126 - 7,540,126 
b) 業務委託取引 199,941 - 199,941 
c) 販売取引 - 78,741 78,741 

d) インテリア取引 - - - 
e) 仲介取引 - 46,571 46,571 
f) その他 447,266 447,266 

合計 7,740,067 572,579 8,312,647 



９．関連当事者との取引に関する注記 

親会社 

会社等 

の名称 

議決権の 

所有割合 

関係内容 

取引の内容 
取引金額 

(千円) 
科 目 

期末残高 

(千円) 
役員の 

兼任等 

事業上 

の関係 

丸紅(株) 
被所有 
100% 

あり あり 

受託業務開発
業務の対価等

(*１) 
164,330 

未収収益 67,100 

諸預け金 4,611,474 

立替金 237 

敷金・保証金 4,741 

未払費用 1,730 

未払金(*２) 309,868 

資金の借入 2,911,000 

短期借入金 4,745,600 

１年以内返済予定 
長期借入金 

802,000 

長期借入金 1,431,000 

利息の支払 38,011 未払利息 1,879 

丸紅不動産

流通(株) 

所有 

100% 
あり あり 

受託業務の 

対価等(*１) 
1,382 立替金 75 

取引条件ないし取引条件の決定方針等 

（*１）一般的取引条件を勘案し、取引先と協議の上、決定しております。 

（*２）グループ通算制度による連結法人税の支払予定額であります。 

（*３）市場価格を勘案し一般的取引条件と同様に決定しております。 

親会社の子会社 

会社等 
の名称 

議決権の 

所有割合 

関係内容 
取引の内容 

取引金額 
(千円) 

科 目 
期末残高 
(千円) 役員の兼

任等 
事業上の
関係 

丸紅フィ

ナンシャ
ルサービ
ス(株)

無 無 無 
資金の借入 1,443,000 

短期借入金 - 

１年内返済予定 
長期借入金 

- 

長期借入金 - 

利息の支払 14,197 未払利息 - 

取引条件ないし取引条件の決定方針等 

市場価格を勘案し一般的取引条件と同様に決定しております。 

10．１株当たり情報に関する注記 

１株当たり純資産額   172,111 円 59 銭 

１株当たり当期純利益 96,611 円 59 銭 
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